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静かな熱気に包まれた最終発表会
全国7大学から多様なバックグラウンドを持つ人材が集結

した「SciREXサマーキャンプ2024」も、いよいよ最終発表
会です。GRIPS内の大ホールに参加者、審査員、教職員など
関係者が集まり、午前10時から各グループ15分間の政策提
言と質疑応答が行われました。

今年は、実行委員会の提案によって例年のように賞を設け
て順位付けをするのではなく、採点とフィードバックに比重
を置くプログラムに変更。以下の3点が審査基準として参加
者にも周知されていたことで、政策提言をまとめる上でのガ
イドラインとなったようです。

各グループの最終発表を聞く審査員の方々

審査の観点
1） 課題設定（現状把握・課題設置の適切さ、着眼点のユ

ニークさ、新規性）
2） 政策提案としての完成度（エビデンスの扱い方、客観

性、議論のプロセス、具体性、実行可能性、費用対効
果）

3） 表現力（理解のしやすさ、質疑に対する応答の的確さ、
理論性）

審査員は平川秀幸教授（大阪大学）、飯塚倫子教授（GRIPS）、
迫田健吉産学連携推進室長（文部科学省）、中川尚志海洋地球
課長（同）。発表後の質疑応答や講評の場面において、各氏の
持つ知見や実社会でのエピソードを交え丁寧にフィードバッ
クを行ってくださいました。

「斜面市街地」をスマートシティ化する輸出構想
実行委員の吉村氏による開会の挨拶に続いて、早速最終発

表がスタート。トップバッターは『課題解決に向けたスマー
トシティの社会実装』をテーマにディスカッションを行っ
てきたグループ。全員で登壇します。政策提言のタイトルは
「国際的モデルとなる斜面市街地の整備　再現可能性のある
スマートシティの輸出」です。海外のスマートシティ事例の
多くは平坦な都市であることから、日本に多い斜面市街地を
スマートシティとして再整備し、斜面市街地の国際的モデル
を構築。それを輸出するという政策提言です。

斜面市街地のメリットやデメリットを提示した上で、
2030年までに実験的な導入都市の選定、座組を行い、具体
的な導入サービス内容を検討。2035年までに法整備や予算
整備、効果検証を終え2035年以降に本格的に導入段階に入
るとまとめました。

発表の一コマ。話の流れや分かりやすさも評価のポイント

続く質疑応答では、審査員から「国際的な視野で横展開を
狙った野心的な内容である」と評価を受ける一方、斜面都市の
デメリットを解決し斜面都市の魅力を引き出す具体的なプロ
セスを細かく提示して民間を動かすことが資金の面でも重要
なのではないか、またそれについてどのようなディスカッショ
ンがあったのか教えてほしい、という質問があがりました。

これに対しメンバーは「このプランを検討する際、政策で
なければできないことは何であるのかを考えたため、サービ
スの一つ一つの部分はあえて対象外とした。自治体と協働
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政策提案プロセスを体験。
参加者たちが議論を深め合った3日間
つなぐ力、越境する力を発揮しやり切った最終日
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した企業は新しく海外に進出するきっかけを作ることができ
る、という観点において投資と同じだと考えている」と応じ
ていました。

ワークロンガー時代のジョブマッチングとは
人生100年時代、高齢者がより長く働くワークロンガー時

代に則した政策提言も行われ、今日重要視されるテーマが会
場の関心を引きました。タイトルは「ワークロンガー時代に
おける持続的な高齢者雇用のための具体的方策～高齢者向け
AI支援ジョブマッチングプラットフォーム構想～」です。

65歳以上の就業者数が20年連続で前年を上回り、就業意
欲も高まる中、その能力を十分に発揮できる環境をどのよう
に作り出すのか。また生産年齢人口が急減する日本社会にお
いて高齢者の就業促進は経済成長にもつながるのでは、と提
言し、高齢者向けの転職支援をAIによるマッチングで行う構
想を提案しました。中国が法定定年の年齢を段階的に上げて
いることや、同国の柔軟性のある高齢者雇用の事例も合わせ
て紹介するなど、多角的なエビデンスに基づいた政策提言を
行いました。

これに対し質疑応答では、「高齢者はそもそもデジタル
ツールに入力して登録するのが難しい、という側面がある。
AI によるマッチングと人的なアシストをうまく融合させる
といいのではないか」、「健康面の不安への対応はどうか」な
どの意見があがりました。メンバーは「データの入力につい
てはサポーターを配置するなどの支援を検討するほか、健康
や体力面に配慮して自動運転を導入した通勤支援も行ってい
きたい」と回答しました。

博士人材のキャリア形成と産学連携を考える
「博士人材イノベーション牽引プロジェクト」も、参加者の
関心を集めたテーマの一つ。これは、博士後期課程の学生の
産学連携マネジメントスキルを培い、イノベーションエコシ
ステムを担う人材としてのキャリア形成を支援するというも
のです。産学連携における人材育成の現状と課題を関係者か
らヒアリングし、企業との人的交流などを通して博士人材を
活用する政策提言にまとめました。

審査員からは「現状、産業界の人材クオリティは大変ネッ

クになっており、鋭い視点を持った提案だった。ただ難しい
と感じたのは、社会人博士が大学側に移る時に、企業側から
すれば投資して採用した人材が流出してしまうという側面が
あるのでは」との意見が出されました。これに対しメンバー
は「社会人博士が大学に転籍するということではなく、出向
するかたちを取り企業側のニーズをきちんとフィードバック
する前提で考えている。将来的に産学連携がうまくいって、
連携企業のブランド力向上につながると思う」と回答しまし
た。審査員からは大学と企業、産学の人材交流によるそれぞ
れのメリットをどうやって見える化していくのか、今後も議
論を続けてほしいとエールが送られました。

グループで昼食。発表を振り返り話題は尽きない

昼休憩を挟んで、午後 2時過ぎには全 12グループの政策
提言と質疑応答が終了しました。午前中に発表を終えたグ
ループも集中を切らすことなく発表や審査員のコメントに聞
き入っており、会場は終始静かな熱気に包まれていました。

審査員より、全てのグループに5分間のフィードバック
続いて、今年初の試みとして全グループへ各5分間ずつの

フィードバックを行いました。グループごとに再び登壇し、
審査員の方々からの講評を聞きます。審査員からは政策の具
体的な改善点や問題提起、今後さらに議論を進めてほしいポ
イントなど細部に渡る意見が寄せられました。

「この構想が世界的に見て今後どのくらいのポテンシャル
を持つのか。それがわかるエビデンスを補うことができれ
ば、実際の政策として提言できる可能性が高まるかもしれな

つなぐ力、越境する力を発揮しやり切った最終日
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い」「予算面について、公的資金以外に民間資金を活用して
いく方法もあるのではないか」、「このプロジェクトが本当に
持続可能なのか。それをどういう形で担保できるのか、もっ
と細部をブラッシュアップしてほしい」、「今回の提言では規
制やルールに着目していたが、ステークホルダーの利益をど
う守るか以外にも、マーケット全体が成長していけるような
ビジネスの新しい展開は考えられないか」など、グループ内
でのディスカッションでは発見できなかったさまざまな着眼
点のフィードバックを受けることができ、大きくうなずきな
がらメモを取るメンバーたちの姿が印象的でした。

また、完成度の高い政策提言をまとめたグループには、審
査員から「この3日間で取り組んだ課題や取りまとめた政策
提言に対し、今後どう向き合っていくのか教えてほしい。ま
た将来の進路の希望は民間企業なのか省庁なのか、どう考え
ていますか？」という直球質問も投げかけられました。この
サマーキャンプが、確実に日本の科学技術イノベーション政
策に関わる人材育成の場となっている、そんな期待の高さが
うかがえる場面でした。

グループごとに登壇。審査員からフィードバックを受ける

全体講評「ロジカルな思考が分かりやすい政策提言につな
がった」
3日間に亘る『SciREXサマーキャンプ2024』の締めくく

りとして、審査員の平川教授より講評がありました。今年の
印象として「ロジカルで分かりやすい提言が多かった」と評
価します。

「どのグループも明確な政策課題を設定し、それに対してア
プローチを行うというロジックの構造がはっきりしており、
プレゼンテーションを受け止める側も非常にわかりやすかっ
たです。これは、おそらく準備段階からメンターの先生方や参
加者の皆さんが意識してきたことの表れだと思います。そし
てこのことは、皆さんがそれぞれの専門分野に戻り、将来仕
事をする上でも役立つ糧となるのではないかと思いました」

また、今後科学技術イノベーション分野で活躍する人材に
ついて平川教授は、「つながる、つなぐ、つなぎ直す」ことが
大切だと続けます。「このサマーキャンプは、いろいろなとこ
ろから人が集まってきて交わる貴重な機会です。昨日、各拠
点の先生方や職員の皆さん、研究機関の皆さんが集まって教
職員セッションを行ったのですが、第7期科学技術イノベー
ション基本計画をどうするかという議論がメインとなりまし
た。その中で特に大きな話題としてあがったのが、離れている
人間や物をどうやってつないで新しいことを生み出せるよう
にするのか、あるいは改めてつなぎ直すのかということでし
た。今あるさまざまな境界線を越えて新しいつながりを見出
す力を持った人たちに、今後どんどん活躍してほしいと思い
ます。そういう意味でこのサマーキャンプは、皆さん自身の中
のつながる力、つなぐ力、越境する力、センス、それを発揮し
てかたちにする良い機会だったのではないかと思います」

3日間の疲れも見せず、やり切ったという晴れやかな表情
で聞き入る参加者たち。閉会した後も連絡先を交換したり、
名残惜しそうに懇談を続けたり、笑顔で再会を誓う様子があ
ちらこちらで見られました。

全体総括を行う平川秀幸教授
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この夏の出会いを糧に、大学や職場、それぞれの場所へ
参加者の一人に感想を聞くと「今、教育学部の 3年です。

普段学んでいるテーマとは全く違う分野に参加したのですが
皆さんのレベルがとても高く、正直なところついていくのが
やっとでした。でも、参加して本当に良かったと思います。
普段お会いできない学外の方や社会人の方のお話を聞くこと
ができて、自分の将来のイメージがなんとなく湧いてきまし
た」と前向きに述べました。

また、省庁勤務歴二十数年で修士課程 1年の参加者は
「きっかけは大学院の単位が取れることが魅力で参加したの
ですが、期待を超えた充実感が残りました。自分の半分くら
いの年齢のグループメンバーや、普段会えないような方たち
と出会えたことが良い経験になりました。グループワークで
は若い人たちが自由に発想できる環境を作りたいと思い、自
分は司会進行のような役割を買ってでましたが、逆に刺激を
もらいました」と振り返りました。

ここで得た経験や学びをそれぞれの大学や職場に持ち帰
り、研究活動、仕事の中で生かしていくことで、科学技術イ
ノベーション政策のコミュニティが広がっていく──。そん
な期待感と共に SciREX サマーキャンプ 2024が幕を下ろし
ました。

閉会後の交流を経て笑顔で再会を誓う

つなぐ力、越境する力を発揮しやり切った最終日
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